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 崖濠崇の葵路は恵溝肝i二券ける汚物除去っ目的'(鼠肩木にてノ且玩療し受に沃司;1

 を1'くて淀漁モれず({災氷況漉り目的は完5梨昌衰衝り屋汚撃退空阿上1二あるj
 休j冒砦.

 日享モ1才躍…天目京†先2)、べて享旬'5唐子日(費姦二等分に秦施)

 着琢、

 比今国の試栽にあし1ては低禽j琉岡短がきた勿フラスキン使用婁ヒ言立京宍に')いて

 眉重{認められなナガった、

 長雇淘・当って1ま符に立憲湧(襲ぞ一郡1・弓・丁香琵干.製法は主都がI撤戯漬浅てソ4て

 言わ〃ろ)茎猟弔し拍工したかI裂轟薗にちいて従禾の撒怠漬裂目に肥し員効なる
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 流准は浸漬水を以て行い笥上にて氷古刀をなす'
 ω目軟

 天係のさ飾る案化に例自靴乗十斥軟つみ舳騎師す七フラスキン浸漬
 稟以外は水‡万の域=ε耳完し奔芋なガ'った。

 (～潰・払

 予め棟'十に食温ムk(約3升)の割合1=て調合し漬く淀ビたもめ善飛魚!尾

 毎1=長くまぶし附げて竃き周ノ族(調合済)を榑側=撒き鼻を丁箪に並べ(/
 斗稗にて約鵬一5尾)毒が糠を徹さ鮎並べる.此の様にして頚皆にも漬込
 嫡後に漁ヒ産(I調合吐しもの)をケ々項く猟奇騒乏なし蛇をなし完桝
 なあプラスキン項j湊焦艮な対象魚については男1」くに区分め上漬込をなした、

 (註)塩水差栴は行わ帥・った,..

 貯蔵申Kあけ弓案化

 れ)茅月27目上勧=ある婁体芝取出し積しだ考結果薫しく色沢案化し碕副凸盧

 筆き々つ冠第リ.

 {口)9戸ノ。目名}曽よりそ炉一ぞIれっ尾身己J友取1J晶質ユ索査をなすも暮しき…髪イb認め

 ら糺す一

 。八1/o日/蝸上記寸法に板リ抜取リ浦査をな寸色沢暗褐色1=して揖敗妥を

 記ろに至った。

 し⇒/0目20日2樽全都に量って儀査の宅乗上蕾部婁体は完全に衡賦緊を発寸

 るに歪リ痴!嘉～の目算は失われた.下蕾郡実体は芭…尺建1きも完全衡敗とは云い難≡
 し」。
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 しωフラ人キIノ浸着実ヒ村象j棄の叱童吏について珪書漬員芋にあける易」費のτ冒j童は言忍り

 り!同一帥・った1ナ・堪1看終了后イく淀の際7フスキン浸漬臭1ま岡締り良く具体がペヒ
 付かなかったのに長∴村象剃ま看干ベト寸いて居た。

 叱)会重の浸透欣尻

 7ラゾスキレ案は対象宍に比し食監の浸透率が撃い麻であった繁:し之1ま単に駐
 嵩残淀の示I一メー戸麦オ表出に依る¥吾果ζあリ縮論づけろ琴は危丘寅(あ召,

 ((ノ浦辻湊製豆の栗否について

 轟宍稜漬の製遺」二つllては卑に一回り試験島乗によって長琶の断を下立=季は危

 険なるも今次試験の貯覆唱果よ蝦で箒料婁自体曙衡分にΣしし1呉辰び湊k肝
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速  とこぶし嬉浅裂遣気翁担当首塚痂藤温嚢下潅諭

 種滴輸敵産するヒこ。・・い～㌔一らめ川幼産量!こあい㍗勺こ万貫雌走畝
 其の村工法としては現在缶詰泊工以外になく英わ殆んどか韓薫の音}倉電に快されて

 凄ξギ莱(あるので、ヱが粕漬ヒしての利胃芝詞昌し特産畠ヒしての販出乞汁る司・へ
 下記訊残と朴二Lた.

試霜嗣同

 第一)嫡験胴10日～洲は日(野萩戎表刊円除外)
 第二次試験9層δ貝へg日〃日(二〕

場所指導所
員料

 零_;定訳費粂ヒこ、ぺ2貫

 第=次ケ・.茅貫

 実施専領、

第一次試験窃=次試驚

 /一駝敷皮ぴ珂臨除去ノ.続設反ひ西蔵除去

 町製院該番を再しi碗多円藏除去三なす全圧

 2、塩漬2.据凄

 腕靴しものは織せ稲1・禄磁法1全左
'1

 に版リ漬込乏なす施猛量〃1%1

3.匿潰3.温湊

 温漬肝岡ノ5厨岡塩漬肝岡ノ茅野岡

牛水先4水洗

 .〕轟漬を…冬リたるものは養丈量少一なきため全左

 潜易、は行灼す予にて良くもゑ後にポI一

 .メー49藩未にて黒色つ粘蘇セ除去

 しつ呈況添をな寸.

 5.フk〕≡万』支び尺李㌔5、タくブ刀肩し戸て奉り.

 柵を榊た妻ものは葛に目阯取リ全左
 掲げ氷功を汀し凡敦に移る

 民敦蹄固ゾ踊一岡

 も細切

 各衝蚕厚さ3榊程賛1二細切

7漬込

 商込に当っては予め乗科に対するノ3

 割の酒勧二豹3つの味添(味添狛なさ

 たろ味拡三便霜)鮒・噌カ'らし・穴を

 該擦肝同2o婦間

毛麹功

土左

7漬込

 膚カらしヒ判こ氏脅票乞流入、す

 共つ花生圧



 寂♪、黒く湖口したものを岡亀し置き抽

 ,刀1土しとこ㍉しを赦入万ユなくこ混二一=言一

 稼に功し后壬†して鼻了粛をは万。
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 人考わび指湊製直の場合1=あ・ける拍の

 蒜一;ヒ元表通槍フ分に肘し昧淋槍3タ

 の害1」合にて調帥・・ので・あ肋今次試'
 験、1こあ・いて昧こ淋粕なさためう軸I-1π府、

 を浸入の上漬込1.た。

 2.梅1塩量につ1■てけ内ノ字%ヒし豹/5

 月予唐τの'浸二黄乞なしたアj'漬込辛ヨのき善男ミよ

8歩留
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 荷の鮒臭.す舳姑いて1
 複好な3恢嶺を得だ。1

 午繍につ川蹄肌晒,才1
 一所疋し窄手τ玉!1、

貯薮竈果

/今次試'験七第一次試験同族麺温
 量についてはノ茅%ヒし走か'第一

 次試I験にあげる渥啄の呉及ぴ食温

 の湊豆紅リ見て第一次試験にみ
 い(・「壬午胃.豆準か薯打つたたろ

 今国は虚潰蹄岡を道長ノ字踊;膚I』

 した。

 2青即禾料の混入について今岡は符

 に味の系を便用した。

 3〔、寂蜻・同の珪長については.浸

 漬申1二有ける水分の浸出防止ヒ斑

 味の柔よ1∫現て打つたのζ・・琢弓が

 歩留上益はしくなかった.

 家一次梨昌・2〃専…ろに測二書壱め宕討し/o日毎に剛ブ療しだる指果.ノδ日

 日に若いて食啄丁昧宍i=信一'師畑覧につ!lて幾分国みか残ったり事質上拾ん

 ピ髪化は認め三」刊。なかった、2ク日,30日経。置旨に1よ内質似)ら朴く軟化適ざ・

 の頓.旬か・Iあつた。然し乍ら霞・啄については酸味も出ず衰交子であった.,

 於ラにカロエ試験2貫当番庶巾芦薫≡田薫=下翌諭

 種子.堅久鮎岸に産子葛し5ひ1†一引二.衛汽らに附家とし榊につ事{直討取
 唇行い応工踊・、踊の乞弔をなし禾刺踊資凍の溝田蔓言†る可く実施した。
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 場命I指事.前
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実施賢領

第一次試穎第=次試聴

 人敦割リ採卵/穀薯」1」庶卵

 殻割は葎航殺割寄を〕以て全匠

 Iなし抹岬は所にこなす

 全蔚1:琶沢看さもつ厘κ

 角甲輿I着しく天成寮のもめ
 iま.除外しつ・旅邸を灯

 す。

琶沢不書正一色渓長時

 2.水捌2。水、捌

 抹卵倉滝木を以て沈・膝を全庄

 なし汚物め陳云をしっ、水切…勺ノ蹄岡

 菰に揚げ氷期2なす、氷

 羽的3o分

 3.髭湊3、掻湊

 施猛冒はポ珂自の聚料に全圧

 村す言2剤ヒし匿漬野回避責踊・同ヨ勺ノ∫珊罰

 約3o分に(率3
 4.漁リテ燦1」

 漁1jに当っては妻た量少一な全力己

 さだめ瀕リ硬を便開辻ず

 雰.番中一にて71レコー1レを

 註榊しっリ重リ上け三ア

 ルコ'ル使用量。6合ア1・コ1-1レ/7合

5.歩蜜5.歩箇

 1製昌考歯シ%製旨歩魯45%

1∴い㌦
 1晩,」に当りて1・ひげ1
 つにi村らll・つ1こニロ・!

 /今、五言け一穿}一二束茅し職にウニ

 し産1諦離長く承っ仁
》5

第三次試験

 /勲割リ株

金注

全圧

 フ水切

 全た

水切勺2時間

3.匿湊

 鞄垂…≡一費はき勺/.5割とし滝壷

 漬弼一目/斑1団にて…冬j

 尖輝1j

全圧

 71しコール2合

5.歩魯

製昌歩臼5,9%

 6、製畜t柔高

 ㌢o身26本

著察

 /、把手瓶態1一二ついては争回

 介一髪↓藻く二茅うぼちつ



 し榊実く充絢承・ド(ある力演リ舳;た・
 ・τ舳/薙い様(ある・1徳よ児て秒な蓄綴'」{2繊髪1二ついて蜥図

 ;柿帆ず浸漬綱i・つの食味力・ら楕しζ15
 1いて.荊職.獅。。に酬た。
1弼一

      ろに歩留調査記銀

      しら7♪1ナ1うに      I舳に一僑一1      卵6水珂盲1裂

      1一}ザ'†一上_一二二L_.___,%5用固碩房要請1二碗棚蝋験      _._一一一ユ.二LT一ム膏期“%ノク%i2/ノ妻丁メ;      17目5日,'I
      一一一1系一次柚工試験

      ↓      11車・;一…1..11.。ζ一一I      斗第:次、→第三次      .茅

      2一一'一'''・汀鯛輔I棚加工繍
      ■以上め茗果より見てむらささうにの佃エ野期は件目よリ6巨逸ヒ棒疋さ枇し3私げ.
 う1こ1ま8冒甲が最も員県ヒ思わκる。

必惣田師製追試験相当着.壊唖藤田薫1下僚昂
 引立一案町4けクラブI乃零望もあリクラブ賛に対ずる裟j宣謁習乏毛嫌ぬて惣田節4I以
 豊試験を笑飽した。

 (註)今醐締賭飾性辛乞呂め肖1崎雅ヒして殖当峨めら性ため生利腕
 1て製した

 試験期同j冒/つ冒へ3目ノ茅日

栽料惣冒幾32首350屋一

笑苑要領

({)戻芽十原.麦童

 ωJ預功及7よ内冨、除正

 割節裂造の尼わ預切反び暇都善1j款.書1」自什をなす一
曲水一先

 頭功.内、蔵秩安危め実体{員水主盟つだ水槽に約2り分間浸幸血蹟盲飢つ
 ∫沸三斗集2行、…・

 ⑪秀熟.

 煮熟一は95aCに右1.1てξ勺ヨδ今トΣ以てさ冬コ郎5流,俸ヒし原.,十を着.著隻に葭硯リ水切

 危沸自.にろろ一案釜に薫尋…つま∫救入し90^し・・.9ポこに暮し,て着、熟寸,

 1べ葛事リ

 煮熟終了盲グ原料…亭尋ηミ・放玲しつ・婁到こなし甲骨殴な腹部皿合の隙弐
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きなす.

1=)'琵立

 身割辻し票料乞反村部乏上にしっ㌧セイロに配列竈工乞なす

 ㈹灌栄一

 娼乾は,浩釈室峯きため士x山1=でなす、即5著婁工せ1しもりを士入山に2段5

 列に積蔓ね堅末を以て6δoC～冨0oCにちじ1て豹'時日騎を坦す、なあ,春敦

 ・中に上下ゼイ白のx操を激寸、'
 ㈹日教

 冒事モは'…≡…≡タド1二あ・し1て実瑛乞、日戟の進子了にイキいヲヨ言力の除去をはす

 ユト)歩留

著

'3、

牟

 区分原升内蔵除去後煮熟自身割出緒睾こ自目乾後

 月目い1%・:%・一%川用!μ
 3目/ク日32〃。ユ㍑.7i,6/9.9162/・ア41∫44ヲ1史66;'1

 ・舳…1■1」」立
栗0.(製的歩留43形)

 当初の計自ヒしては削節界料Lして・つ稻師梨宣明約レしたのであるか一指賄

 分亭く完全裂目となす事は危険性を倖ふため予定を麦更し生利節ヒして製コし

 た。

 争回り誠蹟は票1斗膿整騎において割目`寸をはした介一結果よリ冠て生鮮員つ場二

 合割置時は引込等』思わ帆る.

 歩留は削節京料ヒして製造の場合大体演好なる苗采を得る毛1づ』廻生)れる一

 刻節原科としては黒磨腕時期£蟹ぶ事によって決定すへさ(・あらら、

海人軍増殖試験養殖蘇

思量

 駆虫剤として主事な海人軍の主産地』して古名な末郡に於いて敦盲の乱獲1、駿の荒廃写
 により。当郡の海人車巧生差は隼々風少の一途を止る憂うべく毘赦にある。こ帆か窮紋を

 打岡牡人が葛に当指尋所て・は一昨年よリ雪内の広野囲の未利用適地穴の移殖及ひ生産施
 に射る増産芝図ら人か・萄麓穴田中肢族峡目し海人率の生活舵墓硬に積睦的増殖を

 柔勉し季大=の成果を一文めたかI所1二よってはi重々の条{午に刊勾され不渡功に終ったところ

 もあるのζ本年庚打熱狂尉完禰芝鮎所期の蝋を藍成一すろべ<実梅し㍍
 煎皐寝試識の調査詣果

 矧二注冒すべきものは争弐こ未成青地であった中種{一町熊費浦地先水剛二海人章の圭賛
 王みた=1ごて乃ろ羽那5聾野の海人幸湾睡試験は招前二も羊よリ実施し3竿自であるη



 切年度は漂湊Σ畠同よリ等3珊回目中陸上輸送したフ…め殆入と噌竈は死滅して不成功に
 終ったか2ク竿履は早院寿上輸送したので蒲人車の胞子放出も演好であったヒみえ当時

 種鮮さ寂石のノ2何の石を引潮ブ活着ボ泥を調査したがノ個にμへ6o教抹(最大体

 長3-7.ω坪貝ム製公〕生育してし店。
 焔岡ノ牛野の醜織坤1紙来よリ海人事植脅していち所であってこれが繊明
 肺は雫次汁旨1=よろ生産り旬上1三あつた訳であるが水揚実績がらして蝸泊27字は全96
 竿のク割9順楯又礁賞1排年層の2割30賃の跳狂といらニヒは一応の成果

と

 を挙げたいえ篶。叉宇野て昨車種蒔き独吾した石慮ノ何1・ノ0蒙株(体長'寸内外)
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 た!すサ・セメンH舟看してあいたもパあった。こ州柵生・りいン1杯鵬硝1こ
 海水中にて始人ヒI毎人事が一ゴロソフから脱萬してしまった十一プ〕てあろ。伺'着り侵汚何一る
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 発奮旺整ぢるいには海人竿の付勧なられす又、全般杓にビニ。1・しの付'養毛浸肝であ
 った。1文にあ之景町当肩葺所に壊入の・〃便利フーIロン7め中ラロ発電調査したグ)てくの

         笛果を記下。

         海人車株数純・麻.敷築上島         ブ日ソクvク場所調査肩8          上図面一第…面第四面
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         全般的1=紅藻穎尺λλ山〃凶、ソゾ、ガラがラーハてテニクサ,ポシダワラ,7タェ 全敏的1=紅藻類尺λλ山〃〃

 モク等の着生がみら此た。指導所下“=徴入のコングり一ト、ザロックも大紋把竪穴崎卯も

 句と同じく石沢藻め繋旋ヒホンプワラめ生えてし局ビニろは海人率の妾圭か少く・付着
 していても薩草め為に非常と港脅が阻害ヤ机て〕る。厄里x崎のもりに比べ陣びが養く・

 o,5～2.o舳のもめが昔鼠にみられた。こ虹ば尺紅凡波によるところの影響』渇λる、

 ス/秩だ1ナセメント1=て伺.着したものか一みられ外ば全部r睦薪さによろもりてあっだ。菊

 筋石灰薬ヒメモサヅ牛が海人草にっさ生肴が盟止され或〕は胞子の放むが阻害さ炊てい

 た。各斑の銚余地を通」じて考えら帆る3とは種蒔さ根石する場合は出兼る夫人名い石を

 水深干潮時2尋以上め波演の影響の少いところ1=板石し該場所1ま出家得れば'2竿以上案
 渓しなからあ株取の扇ヒ石を霧リ並.すニヒ掠ビわ努めて差才空えるべき甘

瑚海2冒峯崖椙殖武職
 ノ菜苑場所、期目

実施場所笑槌期日

 熊毛郡師薩子村高岡キ賢港歩肥桐2茅羊芦戸26日一争27巨
 申種子町熊野浦争んサ月2ア日

 ・吐墳湊腸^う8月・2ヲ日

 ・西之表田丁花墓穴崎・9日ノ日

 j争当指導所下4ラ肩2冒

 干、,嚢轟械
 株取した湊く成熟撮擢藁を約2賠岡漬千し足る創・用器中(木痛糾～。2斗ペリ)

 ハ湛水中(アルフアサ・フタづン酷泓の殖三物荻長篠盗春ij:ノ0万璋'ニニ1二羽含1.「三も4を

 境入了弓)に3へう蹄回壌壌し途中教国税弾し盲票裏を穂j.上1イゲ書1賛㍗ユ言にて
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 請'カIに石に数日痛、き1∵仁の際冒奮申て唱光っ直射い1・士、出来打佐澄φ琴)㌦6
 分・査愚の告辞カIに石芝菩雇湯に、{下する、

 oj杓殖法

 イ1属ん竿の序{丈ヨ三言辻一る・卜享岩石三溝水材集・して㌣・神を新キ奏落支署えラこ下づ一考、

 口.⑳の不可詑の場台!・はこの方法三しる。先う吋老春り昼く発達.1±ろ舜駈藍ひ一二
 ;ll.王石塩卸ニゼメレト(マノー一ル票1リつウオープロ」時は,糺るゼボ。ト倉猪翻にて

 琶玉置互吏^二をなす)にて玩・魯』至〕実…ミ土しめノ・.る倉毒幸.刀・に姦≡フ貞男,に;足下一する,.==乃際{=メ

 ソトを票累に村1すない二と又庇弓司く石面の凹凸の激しいも按司一」・才6、

 (3〕破后広

 昭子夜出前の拝暴セ全網又は稲調の寝一1二竹舳勾・・一ノ貴書あて八打二〃.乏蓑須場に版

 下し固定しくの目固約2同四弓以剛一一枝石する、恒し石の尺ささは浅所琶穴さ<療前

 1婁小さく合〕て・演{二展の為に事巧播転覆一せざる等,王琶カー1叱ミ妻■るる。…乗さは看守牡尋{亙を1景堕
 ヒ方る。
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 本軍慶1礁引〔めI種萬輸1追は海」二か一牌他模琉の葛土充なく早嗣匿と鞠逸した。なあ:

 の軍秦を栄野て扇範り篶果晴子り放tも駅子こ別1二種函の弱ったも州武ス。ら炊なかっ
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 ひらくき費濠調査

叡旨

 窪を郭.種子島乗海洋に産する寒天原濠ヒし・てりひらくきば年産約48〃。貫二して最

 近乱榎ヒよIJ手タ鮎偏向1・易引・も1向らずこれに柿る阿ら離帷摘しらll/て
 ない玩紋である。そこζ当初では本竿度よリ表格的にひらくさの生活史ε調萱じ増殖時

 期,方法事の歯芽斗莞集乏σ一すヒ司時1=コ末取去月披講一敗艮、窯深による耕しい漢喝り舟妬

 に努め多一隻1牽符の計画主産1・攻立た亡人とした.息み本軍逐は種々粂伴に榊勺きれ当初

 に訣馳猟ト回のひらくさ麻取がt未肘つ鵬に引調した肋な調鎖料万冤
 あら榊ゲった事は誠に遺俄てあリ注文宰慶も調査を杢張し醤建朝、脚餉済ノ旗鴛改
 摂聯1こ炉だ移(り種1{番セ…;十る予定(ある。

調査場所

熊毛郡跨之横町棄萬漠協地先水頃
期目



 聴ねせ入牢固R～昭Iわ十プ、軍三戸

 技刊・厘び'万法
仁

 ;騒.観科は6月がら沖まで東海ノ浦田両1凛協1二木場げ一されたも一のを対象1=切片積鎗し
 回分昭子.累吃子の成熟、.放出肝期の究明をなした。1疋にひらくさ採取か同始ざ木ろ前

 脚5ひら之ヤぴ軍中て一番繋茨しているヒ岩えられる6目2乙冒カ・もめブしの菱二採、採氾
 累を陵弔ひらくざの分市ヒ石、鎮の調査をなした,文置去に於一ける賓湶量の.調査、ひらく

 ぎ乗兼の至嘗語1壷εなした。・

調査琶累

 胞子π佃
 胞子形灰Iを最禾万引=次の妃く区分した。

 仏)形放'なし一一一→尼子形成が全宏I見ら水はいもの
 各)形成切瑚一一一一胞子形成・董杓,0州下のもの
 C)戎一熟一一・。一抱予彫成塁豹タ0～ノ0δ%州の
 4)放出一一一成熟固改てケし(・も胞子わ放七が言忍められるもの(岡曝内に薬味'

 か一昔π分一賛髪している。

        (註一)()ηは調査箇俸教に付する%、上瑛凹升陀与、下負豪累

        調査肩同意なし舵取棚調成劾「可繍量漢湧水;置調査地
        !舳日6(μ2%)3(23.ハー9て/….マ5■2(ノ5。幻L'一ノ3戸机3.ω.2スフ。.東海象協
        `目26日舳)昭丁淋ノアρ机、302二、9→
        7目3りEl2舳・。Lノエクノと2(ψ5)3(2ノ幻一■一■μw.6)2(〃,3)ノ14伽し3、〃277シ
        8日㌣已3Cパ.0)ノ(∫.0)3一(乃.7ゾ2`〃.ラ`昴)つりρれノψ2字ク商剛負協
        ヲ目〃目ノ(62り)一一一■々(ノ25)/6再刊3m289
        6月ノ春日からヲ月ノ。目まで五回枇駅詞奮したが調査蓑広がケいごヒ株取が断玩的て 6月ノ・日ヵっヲ月ノ。目まで五回採、訳詞奮したか調査秦広がヅいごヒ株鮒断玩的て
 巧るので廿又竿慶の嗣豊を保って推断し璽しlo・第一回の調査一した乙高ノ2目には既1=昭

 子の戒無瞳]体か・認められているめて4月5月中の形吸物期筐才巴乖肇乞したし、、8月9目の
 詞蚕で1弍60%余・リの装体が成熟或いは枚出を始めて番リ9目に入って㍑%毛放出の

 形跡。か老リ薬体の一郎分に黄妾したものか一みられたことから.ひら<寺め番籟蜘まク月
 下町・、ヲ月下旬(水温2∫伽。ヅと)(あ煉中矛同神に1巴手の紺帷盛ζある
 ヒ検定された。

 1τ量一ミ万ξ葦…ヨ
 男リ回参照

 ムらくさの主茸蹄1湘当職到二夏るが濠紬柔る区嵐I1嫡流.癌鮒兄1て岡県して
 脚)1グ〔い;・.1アにzlら<(∂凌紫万砧続位一竃ヒ主な湊腸を記す、
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 嘆・甥・粒註

 ミ塞秦一甲西立表町岡止伊間界(二室111久石)

乙西之表町国主脇中孫中鼻

 イ.墨宍甲フ)、ら82稜98ク01凡めL二ろ

 口≡塁宍Zからノδ9賞9家。o巾し

 白1潔剛、1口.財乙叫最大萬粥燐案虜乙によって取れた区域'で噌素杁て象
 淀した漢陽となっているか一声礫に操茶しているのほ利回大っ優刀'涼玩回て巧弓。
 6目26目指導給か七め丸を使用、実探.影、泥蓉1二よる生育棲、伍劾。調査二詞一・、ξ
 が寮庫自広がハ、さい魯に言乙・鍛乳1こば竜質の扶=てた尤で全蕉慧旬下八耳カ・った。石質の一

 分前は魔大.困甲敢積ををて大穴に依預中(・巧弓。
調,
 砂らくさ聾兼の超流については確か打言己評.がI度く芋u無ヒしないカ、一大正時代1こは河1=竹

 木敏り粗菊≡は千苗(一妾t2天位〕1=てj秦業され(いたらしく肥未=rブ〔牛耳夷毘葎{更電の欽

 裂(パ肘)のジヨレ'・1・蓑リ昨孚てば㍑2†もの敏肌てい召にろ1ノちる一
 院圧錠璃の春1取葛㌧冥はジョレンヒ時ばれ長ざ3疋淳寸叩5I∫寸辱さ2分の鉄製め補i桓

 献のI雷ク2ネをもったもので立肌を50～60尋のローラ。l=畠什しこ机て砦一ヒ1ご什魯
 したひらくさを耳星取るものてあ3。一…≡手通6～9敗のう一ヨレンε塙書がら・満1低、え尤麦下1し叉

 芝刺呵して舵を淀し乍らひらくさをきうっていき充分獅に溜つだ墳宝冠計って順次1こ

 掲1デきこの標作を一団に9oへ50回課豆し300へ∫ク0斤を旅取している。以上の麻

 な漂集弓まで現在均っているのζ最七天候1こイ愚いざκ本県凄1ばク目ノ6回よリヰ桑案を

 娼め9町ノr巳の終演までに3ア目七疾している。

 晋重県案舶はテむ“へ〃肘の・1・型効力船であ・リ要/～2肝同(漢易に豆す;や伊岡・うく

 ろまつの立木30本をあてに'乗茶を始めている。そしてこのくろまつはこの=疾案考1こ

 とづて畦一の明確な白撮となっているり(現在(・1まそ乃筋(固有林なろが亀に種子島
 嘗抹冒)に二φぐるヨつの便同板設定認可I甲I謁=書を出してこ残I吻を案じてある.,
 鰯...」
 x上〃廊なぢ法香味奈き犯たひらくざは直庚海洋り砂上に広1デ'て軟燥衡遣リされてい
 るが一伊豆羊鋳あたリり蔭色な産地では旅集さ牝た県藻き種類送別乏灯し薙箪その他つ
 夫笹牙カを羽粂き右1・髪1=入帆て淡えくつ川に浸さ収淀で湾人ζ元分1=蒐{頼1いでから車ギ慮さ
 帆そIの盲更1=構造さ1れて撮裂さ^しているので寒天軟直笑老に喜はれた上向居も一泉と
 高いヒいわ肌てい弓のてひらくざに.ついてもチ喜一考を琴す5同韻、ζはないゲピ名へる。

 濠「l11嵩熟刊
 '.一一一↓一'」'一一川■''…一''山

 .チ宇庚か初めて勿調査(あり現在行わlitているひり<硝茶の'圧倣叫ラ4ンきπ催し
 たに温子討つだか・これもひらくさの案笈兜伽一姫顯,卜3里水課7卜舳…)深所
 で至る葛に調査か竜.に弐が辻すI朝秤した程乃調童・1也禾はザっ!三書只て廿ブ(竿賓1プ{
 基嫡料i・碁綱殖法、瑛肋改哀、鯛の柵与耐、れそ弟1州三階=考㍉一た・一
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 筆.簸作、桑殊委・猛訊1窺
徹暮

 薯鰍■二よる桐真珠に砿j引、㍑箪息恥・1饗ヤジ号ヨ相異削勺黄浄11r立.㌔
 擦≡守に電.まれた耐主黍町1一ニス'1・て岩(うに一研弁巧み乏旭圭〔盲穴k.1.liし:セ元賓種.二行わ1=工

 かつ.仁亭汀誠に置穏なご11て利章11ぶ筆萱西之細工に万11て訊牽蚕種勿脅ノ5万弓り

 予鄭破みたりて・き師ヒして町内蕃通寺批砂十十バ距釆唐、'細君り=ケ所三送走
 頭I託浅岡試験を菜徳!次の妃さ言書・累を得た。

諒覇廟況一
場河

 薫.を部面工哉町一画之表澄外防波震四例(別訊,目元)

 琵モ郡両立衰町滝田琶(㌧)

期貝

 弼紀廿八手'ヒ日^生年†二局二十五目

方麦

①

 肴Iク冒20日後の絹戎帥しク目.2/目面妹造ク目23日満剛置所定の
 場所に敷設す、秤ば猛兼肝卜7木のい3本2/7米国隔に格子1二担み

 5{/グ貢匁の錨を5分ローフて指な定置した一このローフ勿長さば水賛

 の約3・暗した.

 ⑫羊胃核の癖入

 …)再介の前紅理

 鎮入れを行ら前夜ヒ冊介を大崎等'に岐害し費調水湿っ上昇し1酸素の欠乏等に

 よリ呼唄困難ヒな?で多`のイドか'口を剛いているのでこれにクサご一を〉、八て
ゆく.

 1i棚の前尽理

 購入し臼まの須は半`円よ1パきいので(=のまま侯爵したところ.し1句うが

 員殊の重さが薄い)

 クーライシダイ幸円になるまで・稻り・、らしこ“石餓水にて況棟し石款肋
 上にて槽った平い右芝温めこ机に袴旨剤セー浦っIっ落しコテにて肋=按看丁

 引こ峯矯す。

 市)願りJ中入

 クサごの入ったもの王i碩次iこ介台にのt閉口承によリ五分位{こ剛さワサビ

 を除し次に(㌧セントにてクド妻.湊左肺嫡妨え押ほ.し具症町並の1K卦を

 脱脂釈斌い去りそこに弧れコテにて銘した。

ラ.ノ5



 次に蜀介購入.新入献況、残〉、牝前竈の冊↑策死敏を恭天'下る

,

 註西主景、溝田両活の冊介は全て西之表町州月晴にて・・一一汚驚入し,・南日唯ク)分ノ00個

 ぽ彦冒ノ0目早謂トヲソノに翰遂したむ

 第一回以核入,れは干後2肝戻リ行ったがI肥の回ア≡Iけば太陽熟乞利用海水温2ヲヘ3ノ。
 醐痘り

 Cに」二1すfトり岡口を一計一つた1o

  黒察公一肩当リの杵へ挟数詞蚕夫

  これは敢膚1ずだ買の[平の薇£救え,…・リので養強事胃日中・乃院'魚とヵ・繁死した{パ)につい これは敢膚1ずだ買の戊の移£歌えたもので餐強事胃日中の版庇こ力要塞ラLした{■')につい

 ては不唱て巧るリ

義壇富理

 ノ弓3'日へ茅弓ノ17買ま(に一切勿核〉、れを於リノ2円、～ノ8全よ≠5浅田港,砧・
 え表音書そ八セIれ貝ユりj賜げ'た…尺て・あるかその5ケ貫乃害一夏1二・'いては±らよ泰町禎培千系豪…

 癖田湊賜貫によリ淘にの主董が・一風膿中1.両立茂に於い一n4ポ貝ノ∫目?膏2≠巳の倉民
 子寂ヒ冒野に郷村府鷹、1二皿圭Iざ士てゲ書・£期した、勅書駅一笑・!一ζ1㍑目μ動一一寝.

ラク6



 Iに書9衝か幣元1、たが茅豆琵沌詞空元`書朱子戸ノー三二橿当ζ降雨方Iあっ二の畠河・つ

 流水に離毒の竜リ邦堪だ一しがった子ヒ塒一化の条肋・ひ1-I(ノ竃1式ハ・0末沖合ピ気

 矢するといろ殉薄いものてあリ柄、＼1糺蹟・衰弱朴ひヒ<保.寝の星ガった・モの箏一軒に矛、

 えだものヒ判断された、そ二こヲ局ノ0日'沃乏ノ5大津きに移動さ±五つ篭∫2～フ・1

 米の濠でに雨リ著1』河水の影薯がら七条る丈遼けた。その着分のI詫確拍師喝った
 取湧1デ

 西之表・惹り卦は甲同調蚕つ亀ノノ月ノ3巳.一口μ弓・'・予目ノ池(真煉2o伯内訳
 簿上質亭伯中/2口傷珠4種)ノ2専コ4目に碕リノ76陽隻主百承リ場げ蒲田港の分は

 ノ9胃2ノ目43口取リ場げくの場(珠.乏陽け、ち梅、i二列剛、ir…放しヒ・.

 そり後の裂畜の加工、慶一毒全て鼓動の上村員珠養殖扶式会杜に依託した梨謝ロエ中の

 瀕馳全体の試験、戒翻次細孟リ。

 1城11㌻㌣午汁咋計去リクニ、 葦田、香さ、夕〔テ;宕讐、にメ十;十ナ主
 ビ上L.・工丁三小7一「.、一.、..

向
 上記の衰(判る禄に岳介30ク⑪こ咳入れし湊値菊申ク5管灰一こ言…局2390万冊介

 を泉リ揚げ珠激は不買呂を合み55プO中/60乞標本1.して殆い43棚三桝工依

 託1一:の平打破Iいたもバμチ胸工中薮穣可る〃ン6仁裂亀旭ピーも・{リニ一コ
 』いう駕采盲え巳。

考察

 何しろ争毎分・雇手動に刑†ろ第r日め養穐試第衛J養種量兜の師狛ノ取入〃仰すの

 向上は勿論の:ヒ浮動量下穴ふリ中信或いは地生式後え.り竜操によ毒養覆喝つ拡大餓

 墓地工数荷修得字余憤に弦さ机た同愚か多々考る、
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